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－ 棚ＰＯＷＥＲ インフォメーションVol.100 － 

Vol.100 今回のインフォメーションで｢ Vol.100 ｣を迎えることができました。いつもご愛読ありがとうございます。  
これからも、棚ＰＯＷＥＲの新機能や便利機能を皆様に分かり易くご紹介できるよう努めていきます。 

          Ver2.10ダウンロード版について 

9月27日より、Ver2.00の不具合の修正と機能追加を行なった棚ＰＯＷＥＲ Ver2.10をダウンロー
ド版にてご提供しております。下記ユーザー様専用ページよりダウンロード、バージョンアップ
を行なっていただくようお願いします。 

【IConceptホームページトップ→サポートセンター→ユーザー様専用サービス  
「ソフトウェア・資料のダウンロードはこちら」】 

http://www.iconcept.co.jp/user/download 
*ダウンロードサービスのご利用には、ユーザーIDとパスワードが必要です。 

          Ver2.10の追加機能のご紹介 

◆ 使用環境の確認が可能に 

利用環境がサーバーの場合、画面下のステータスバーに｢サーバー｣と表示するよう改善しました。
そのため、ステータスバーを確認するだけで利用環境が｢クライアント｣か｢サーバー｣かを、一目
で判断できます。 

※サーバーを導入されているユーザー様のみ利用環境の変更が可能です。 

商品情報のエクスポート時、出力対象商品を棚割
モデル情報で絞り込んだ場合に、仮置情報に陳列
されている商品を含めるか/含めないかを選択でき
るようになりました。 

◆ 仮置商品を含めずに商品情報を出力可能に 

棚割モデルを選択する画面に追加された、｢対象商
品情報に仮置き商品も含める｣のチェックボックス
で設定します。 

◆ 商品画像登録で特殊形式画像に対応 

Ver2.00までは商品画像の登録時、特殊な形式(Progressive)のJPEG画像には対応しておらず、
その形式のイメージファイルは加工しなければ画像登録はできませんでした。 
Ver2.10からは、その特殊な形式のJPEG画像にも対応したため、イメージファイルを加工する
手間を省略することができます。 

◆ 一括編集の各機能で、別モデルとしての保存が可能に 

「商品一括入換」「陳列商品一括削除」「仮置一括 
挿入」の機能で、棚割モデル情報の保存先を選択で 
きるようになりました。 

 その他、Ver2.10の追加機能や不具合修正内容については弊社HPにて公開しています。 
 詳細につきましては、下記の専用ページよりご確認ください。 

【IConceptホームページトップ→サポートセンター→バージョンアップ報告 棚POWER   
 →「棚POWER2012 バージョンアップ情報」】 

◆ 未登録商品の確認が可能に 

これまで、出力対象商品を共通商品コード(JAN 
コード)で絞込んで商品情報をエクスポートした 
場合、出力対象商品に未登録商品が含まれていて 
も登録済商品のみが出力され、どの商品が未登録 
なのかを確認することができませんでした。 

ログ情報の内容は出力可能なため未登録商品の 
一覧として管理することができます。 

Ver2.10からは出力対象商品に未登録商品が存在 
した場合に、ログ情報に未登録商品の一覧を表示 
させて確認できるよう改善しました。 

※サーバーへのアップロード/ダウンロードも同様です。 

これまでは、上記の機能を実行すると自動的に選択 
した棚割モデルに上書き保存されましたが、処理実 
行後の棚割モデルを上書き保存するか別の棚割モデ 
ルとして保存するかを選択することができます。 

ユーザー様専用ページへのアクセス方法 
 

 ダウンロードサイトへのアクセスにはパスワードが必要となり、 
バージョンアップＣＤのお届けと同様、正規ユーザー様のみ利用いただくことが可能です。 

ユーザー様専用 
サポートセンター 無料ダイヤル 

 

０１２０-９８７-５７１ 

*** 受付時間のお知らせ *** 
１０：００～１２：００ 
１３：００～１７：００ 

（土日祝日除く） 
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流通マーケティング講座 流通マーケティング講座

８ 目標管理のポイント

Ａ 数字上のチェック・ポイント

① 過去の数値は現在、将来を示すものではない。

これを克服する方法は、現在進行している営業活動の進捗
状況を管理する“プロセス管理“を徹底する。つまり、
週の管理、月の管理を徹底し、営業活動をチェックする。

＊月単位のセールス・プランの作成
＊週単位のセールス・プランの作成
＊１日単位のセールス・プランの作成（時間管理）

② ｢平均の錯覚｣に注意する。

これを克服する方法は、売上高というものは毎月一定では
なく、デコボコが必ず出るもの。なぜそのような結果に
なったのかの“質的要因“をチェックする。

＊毎年同じ時期の数字変化によるものか（季節要因チェック）
＊提案内容によるものか（提案のマンネリ化チェック）
＊営業マンの行動によるものか（日報チェック）

Ｂ データ処理のポイント

① データ分析は全体から部分へとドリルダウン。

＊全社→支店全体→営業所全体→営業マン別→重点企業別
→重点企業店舗別→棚割状況→販売促進状況

＊全社→支店全体→営業所全体→卸別→業態別→企業別

② 数表は必ずグラフ・図表で表現する。

＊トレンド…折れ線グラフ
＊量…………棒グラフ
＊構成比……円グラフ

③ 全社共通の定型フォームを使用する。

④ 時系列で表示する。

⑤ 用語の意味、計算式は必ず共通認識化しておく。

Ｃ 売上高分析の内容
ポイント
月次データに基づく年計数値分析を行なう。
時系列分析で傾向を読取り、対策を考える。
データとしては、３ヶ年から５ヵ年の月別データを用意。

① 営業エリア別分析
② 顧客別分析（卸売業・業態・業種・小売企業・店舗）
③ 商品別分析
④ 月別分析
⑤ 担当者別分析

Ｄ 予算計画の確認
① 予算とは、“年度の行動計画を数値化したもの“ である。

実施内容…[何を提案するのか
＊商品別管理（カテゴリー／ブランド別）
・売上高管理…数量／金額
・販売経費管理
・利益管理

実施期日…[期間の設定はどうか
＊スケジュール管理（年・半期・四半期・月・週）
実施担当者…[誰が実行するのか
＊日報管理
目標達成に必要な訪問件数…[誰が実行するのか
＊得意先の管理（重点・戦略・テコ入れ・選択）
＊訪問頻度管理

Ｅ 目標売上高の求め方
① 過去の実績から求める方法

年次データによる予測
＊最小自乗法
月次データによる予測
＊Ｚチャート法
＊季節指数法
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棚ＰＯＷＥＲ導入数【１１５４社 ８３０７セット】 ※企業ライセンス・ 版含む
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流通マーケティング講座は正規ユーザー様へのサービスとなります。

下記、弊社ホームページよりユーザー様専用の
・パスワードを入力の上ご参照ください。

専用 ・パスワードは 送信させていただいております
最新の「インフォメーション」をご参照ください。

・セミナー コラム → 流通マーケティング講座

第 回の内容は 「セールス技術 」 です。

流通マーケティング講座は正規ユーザー様へのサービスとなります。

下記、弊社ホームページよりユーザー様専用の
・パスワードを入力の上ご参照ください。

専用 ・パスワードは 送信させていただいております
最新の「インフォメーション」をご参照ください。

・セミナー コラム → 流通マーケティング講座

第 回の内容は 「セールス技術 」 です。14




